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開
校
式 

ー
晴
天
の
中
開
校

　

2
0
2
3
年
10
月
12
日
（
木
）、
10
月
中 

旬
と
い
う
の
に
暑
さ
の
残
る
中
、
10
時
か

ら
開
校
式
を
行
っ
た
。
篠
笛
（
森
田
玲
・

玲
月
流
初
代
）の
奏
楽
で
始
ま
り
、式
辞
と

し
て
香
川
孝
三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教

授
）が
、コ
ー
ス
の
意
義
を
述
べ
る
と
と
も

に
、受
講
生
を
激
励
し
た
。
植
木
朝
子
名

誉
校
長
（
同
志
社
大
学
学
長
）は
「
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
が
、
と
も
に
知
り
、
と
も
に
理

解
す
る
機
会
と
な
り
、
意
義
あ
る
学
び
の

時
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
激
励
し
た
。
ま
た
主
催
者
代
表
挨
拶
と

し
て
金
子
金
属
労
協
議
長
が
挨
拶
に
立

ち
、「
日
々
寝
食
を
共
に
す
る
仲
間
同
士
、

遠
慮
な
く
話
し
合
い
、
耳
を
傾
け
、
充
実

し
た
17
日
間
を
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
自
ず

と
得
ら
れ
る
も
の
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

肩
肘
張
ら
ず
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

来
賓
の
厚
生
労
働
省
・
森
川
善
樹
政

第
54
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
催
報
告

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
部
長

受
講
生
に
よ
る
自
主
運
営

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
全
期

間
完
全
合
宿
制
。
コ
ー
ス
の
運
営
は
、
受

講
生
の
よ
る
自
主
運
営
を
基
本
と
し
て
い

る
。
コ
ー
ス
全
般
の
企
画
・
運
営
は
各
班

の
班
長
か
ら
な
る
「
実
行
委
員
会
」
が
、

討
論
会
の
企
画
・
運
営
は
「
討
論
会
委
員

会
」
が
行
う
。
ま
た
、
講
義
の
司
会
進
行

を
行
う
「
座
長
」
も
受
講
生
の
中
か
ら
選

出
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
１
日
目
夜
の
全
体

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
決
定
す
る
。
各
班
の
班

長
の
中
か
ら
１
名
、
級
長
を
選
出
す
る
が
、

今
年
の
級
長
は
、
自
己
紹
介
で
「
級
長
に

な
り
ま
す
」
と
積
極
的
に
宣
言
し
た
全
本

田
労
連
の
緒
方
中
央
執
行
委
員
に
全
会
一

致
で
決
定
、
第
45
回
以
来
二
人
目
の
女
性

級
長
が
誕
生
し
た
。
期
間
中
、
緒
方
級
長

の
座
右
の
銘
が
写
真
撮
影
時
の
合
言
葉
と

な
り
、
受
講
生
の
一
体
感
が
生
ま
れ
た
。

　

そ
の
他
、今
年
は
新
た
に「
ラ
ジ
オ
体
操・

策
統
括
官
か
ら
は
「
こ
の
コ
ー
ス
で
学
ば 

れ
た
知
識
を
も
と
に
労
働
界
の
け
ん
引

役
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て 

い
ま
す
。本
コ
ー
ス
が
ま
す
ま
す
充
実
・
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
激
励

を
受
け
た
。
続
い
て
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
嶋
本

貴
至
代
表
と
石
田
光
男
副
校
長
が
挨
拶
に

立
ち
受
講
生
を
激
励
し
た
。
最
後
に
受
講

生
を
代
表
し
て
全
本
田
労
連
中
央
執
行
委

員
・
上
野
圭
美
さ
ん
が
受
講
生
宣
誓
を
行

い
、
開
校
式
を
終
了
し
た
。

2
0
2
3
年
10
月
12
日
か
ら
28
日
ま
で
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
第
54
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
開
催
し
た
。

４
本
の
柱
に
基
づ
く
全
人
格
的
教
育
を
め
ざ
し
、
25
名
（
う
ち
女
性
３
名
）の
受
講
生
が
研
鑽
に
励
ん
だ
。

TOPICS 2

散
歩
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
事
務
局
が

誘
導
し
て
い
た
散
歩
の
コ
ー
ス
も
受
講
生

が
自
主
的
に
決
定
・
誘
導
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
、一
人
で
も
多
く
の
受
講
生

が
主
体
的
に
コ
ー
ス
運
営
に
携
わ
れ
る
よ

う
に
と
い
う
、
第
53
回
修
了
生
の
発
案
に

よ
る
も
の
。
午
後
の
講
義
が
終
わ
っ
た
後
、

地
図
を
片
手
に
新
し
い
散
歩
コ
ー
ス
を
探

す
な
ど
委
員
の
努
力
に
よ
り
、
ラ
ジ
オ
体

操
・
散
歩
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
っ

た
。

講
義
だ
け
で
は
な
い

魅
力
あ
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

コ
ー
ス
期
間
中
、
労
働
法
や
労
使
関
係

論
な
ど
実
践
的
な
講
義
か
ら
、国
内
外
の
労

働
運
動
な
ど
の
歴
史
的
背
景
を
学
ぶ
講
義
、

職
場
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
講
義
、
Ｄ
Ｘ
や
Ａ

Ｉ
に
つ
い
て
学
ぶ
講
義
な
ど
座
学
が
中
心

で
は
あ
る
が
、
坐
禅
や
お
茶
室
体
験
な
ど

日
本
固
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
触
れ
る
、
魅

開校式で決意表明を読み上げる受講生代表
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TOPICS

ミ
ナ
ー
ル
と
討
論
会
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

①
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

５
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
労
働
組
合

活
動
や
職
場
で
の
課
題
を
持
ち
寄
り
指
導

教
授
や
受
講
生
同
士
で
解
決
案
を
探
る
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
は
、
自
主
ゼ
ミ
も
含
め
全
部
で

５
回
行
っ
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
時
間
だ
け

で
は
な
く
、
夜
も
各
ゼ
ミ
で
集
ま
る
な
ど
、

発
表
に
向
け
て
討
議
を
繰
り
返
し
た
。
コ

ー
ス
の
最
後
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ご
と
に
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
発
表
を
行
い
、

成
果
を
共
有
し
あ
っ
た
。
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

○
香
川
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
国
際
』
～
労

働
組
合
と
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス

○
石
田
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
職
場
』
～
労

働
者
の
変
化
に
合
わ
せ
た
労
使
関
係

○
中
田
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
社
会
』
～
仕

事
と
処
遇 

納
得
性
の
あ
る
給
与
水
準

○
上
田
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
企
業
』
～
魅

力
が
あ
る
職
場
と
組
合
の
役
割 

組
合

が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る
～

○
寺
井
ゼ
ミ
『
労
働
組
合
と
働
き
方
』
～

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
労
働

組
合
の
役
割

②
討
論
会
と
特
別
討
論
会

　「
三
役
と
語
ろ
う
」

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
以
外
の
様
々
な
場
面
で
よ

り
多
く
の
受
講
生
が
語
り
合
え
る
よ
う
、

討
論
会
を
設
け
て
い
る
。
討
論
会
は
、
結

論
や
報
告
を
求
め
ず
自
由
に
討
論
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
受
講
生
だ
け
で
行
う 

「
討
論
会
」
と
金
属
労
協
三
役
と
語
り
合

う
「
特
別
討
論
会
」
の
計
２
回
行
っ
た
。

討
論
会
の
テ
ー
マ
は
、
受
講
生
か
ら
選
出

さ
れ
た
討
論
会
委
員
会
で
決
定
す
る
。
特

別
討
論
会
で
は
、「
組
合
員
は
何
を
求
め
て

い
る
か
」「
組
合
員
の
政
治
意
識
を
ど
う
高

め
る
か
」「
女
性
役
員
が
活
躍
で
き
る
組
合

の
あ
り
方
」
な
ど
、
日
ご
ろ
職
場
で
感
じ

て
い
る
課
題
や
疑
問
に
つ
い
て
三
役
と
語

り
合
っ
た
。
受
講
生
か
ら
は
、「
三
役
の
経

験
談
は
参
考
に
な
っ
た
」「
貴
重
な
経
験
だ

っ
た
」「
考
え
を
広
げ
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
」「
刺
激
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

閉
校
式

　

開
校
時
に
は
青
々
と
し
て
い
た
関
西
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
木
々
が
、
日
々
、
赤
や
黄

色
に
色
づ
き
を
増
す
中
、
最
終
日
を
迎
え

た
。

　

2
0
2
3
年
10
月
28
日
（
土
）
朝
か
ら

出
発（
た
び
だ
ち
）の
集
い
を
行
い
、
受
講

生
一
人
ひ
と
り
、
感
想
を
述
べ
合
っ
た
。
そ

の
後
、
閉
校
式
を
行
っ
た
。
式
辞
と
し
て

香
川
孝
三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

が
「
皆
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
長
け
て
い
て
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
と
て

も
良
い
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
も
備

え
て
い
る
。
今
後
と
も
労
働
運
動
発
展
の

力
あ
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
鞍
馬
寺
で
鞍
馬
山
の
自
然
環

境
に
つ
い
て
学
ぶ
「
鞍
馬
山
散
策
」
も
全

員
参
加
で
開
催
し
た
。
特
別
講
演
「
経
営

と
人
間
」
で
は
、
地
元
京
都
に
本
社
を
置

く
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
取
締
役
会
長
・
垣
内
永
次
氏
か
ら
、

企
業
理
念
や
労
使
関
係
、
所
定
労
働
時
間

や
福
利
厚
生
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。
こ
こ
で
は
、
ゼゼミ発表－労働リーダーシップコースの集大成貿易ゲーム－どこのチームが一番交渉上手かな？

右／鞍馬山散策・天狗の前にて－さあ、これから鞍馬
山に向けて出発！
下／ある日の朝食風景－アクリル板も撤去され、
会話も弾みます
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せ
ん
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
私
た
ち
の

財
産
で
す
。
今
、
自
分
が
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
試
行
錯
誤
を
続
け
な
が
ら
も
、
組

合
員
と
家
族
の
幸
せ
の
実
現
の
た
め
に
行

動
に
移
し
て
い
け
る
そ
ん
な
自
信
に
繋
が

り
ま
し
た
」
と
述
べ
た
。
最
後
に
「
卒
業

の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
閉
校
式
を
終

え
た
。

次
回
、
第
55
回
開
催
へ

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス（
旧
西
日

本
）の
修
了
生
は
通
算
1
8
3
2
名
、
旧

東
日
本
コ
ー
ス（
第
１
～
40
回
）
の
9

 
3
 
9
 

た
め
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
し
、
25
名
全
員
に
修
了
証
書
を
授
与
し

た
。
主
催
者
代
表
と
し
て
梅
田
利
也
金
属

労
協
事
務
局
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
今
、
社 

会
・
仕
事
・
生
活
の
あ
り
方
な
ど
大
き
な

変
化
が
起
き
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
、労 

働
組
合
の
果
た
す
役
割
は
か
な
り
大
き

い
。
組
合
の
大
き
な
武
器
は
『
人
』
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
気
概
を
持
ち
続
け
、
皆

さ
ん
の
次
に
続
く
後
輩
に
、
そ
の
思
い
を

つ
な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
そ
の
後
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
講
師
の

石
田
副
校
長
（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）、

中
田
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
教
授
）、
上

田
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
教
授
）
が
修

了
生
を
激
励
し
た
。
受
講
生
代
表
と
し
て

の
答
辞
で
は
、
第
54
回
級
長
の
全
本
田
労

連
・
緒
方
留
美
子
中
央
執
行
委
員
が
研
修

期
間
中
の
思
い
出
を
語
る
と
と
も
に
、「
第

54
期
生
の
み
ん
な
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま

名
と
合
わ
せ
て
、
2
7
7
1
名
と
な
っ
た
。

　

次
回
、
第
55
回
コ
ー
ス
は
2
0
2
4
年

10
月
17
日（
木
）～
11
月
2
日（
土
）に
開

催
す
る
。
第
54
回
コ
ー
ス
の
経
験
と
反
省

を
活
か
し
、よ
り
多
く
の
受
講
生
に
充
実

し
た
17
日
間
だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
改
善
を
し
て
い
き
た
い
。

第
53
回
コ
ー
ス
の
そ
の
後
ー
再
会

　

2
0
2
2
年
10
月
29
日
に
閉
校
し
た
約

７
カ
月
後
、
再
び
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に

懐
か
し
い
仲
間
の
姿
が
あ
っ
た
。
2
0
2
3

年
６
月
12
～
13
日
、
第
53
回
修
了
生
発
案

に
よ
る
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」
が
、

修
了
生
21
名
の
う
ち
半
数
以
上
の
12
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。金
属
労
協
・
金

子
議
長
に
よ
る
「
働
き
が
い
の
向
上
と
金

属
産
業
の
発
展
の
た
め
に
」
と
題
し
た
開

実行委員会

各ゼミナールから班長各１名互選し、計５名で実行委員会を編成す
る。実行委員会の中から１名級長を互選する。コースは受講生の主
体的な運営を基本とし、実行委員会がその中心となる。全体ミーティ
ングで選出された第54回コースの実行委員会メンバーは次のとおり。

級　長： 緒方 留美子（全本田労連、中田ゼミ班長）
副級長： 朝川 伸広（本田技研労組埼玉支部、香川ゼミ班長）
  高橋 泰之（コマツユニオン氷見支部、石田ゼミ班長）
  今村 博行（ダイハツ労組、上田ゼミ班長）
  岩崎 友昭（日本電気労組玉川支部、寺井ゼミ班長）

閉会式で答辞を読み上げる緒方留美子級長

フォローアップ研修会

全員集合！－ゼミ発表の合間に。皆、晴れ晴れとした顔をしています

校
講
演
か
ら
始
ま
り
、
組
合
活
動
と
企
業

ト
ピ
ッ
ク
ス
の
報
告
と
意
見
交
換
、
２
日

目
に
は
香
川
校
長
の
「
ア
ジ
ア
か
ら
見
る

日
本
の
労
働
組
合
と
労
使
関
係
」
の
特
別

講
演
と
、
10
月
の
コ
ー
ス
さ
な
が
ら
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
コ
ー
ス
終
了

後
の
７
カ
月
間
を
改
め
て
振
り
返
る
と
と

も
に
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
共
有
し
合
っ

た
。「
改
め
て
皆
で
課
題
を
共
有
し
あ
え

た
こ
と
、
刺
激
を
も
ら
え
た
こ
と
で
、
再

び
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ

た
」
と
の
感
想
も
聞
か
れ
た
。
最
後
に
次

回
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
の
開
催
を
約

束
し
、
解
散
し
た
。
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2023年10月12日から28日の 17日間の労働リーダーシップコースを無事に終えてほっとしているところです。
最初、硬い表情の受講生と向き合った開校式から、翌日には一転してなごやかな表情を見せていた第 1 回のゼ
ミ風景を思いだします。今回は3名の女性達の活躍が目につきました。開校式での決意表明、閉校式での答辞（級
長の担当）、ゼミ発表での質問、私が担当した授業での質問、交流会での世話役等々。25 名の受講生の中の 3 名は、
12％にしかならない。しかし、それ以上の活躍を果たしてくれたように思います。数字ではなく、質の高さです。
これに対して男性側はどう見ていたのでしょうか。ごく自然に受け入れていたように感じました。男女を問わず、
受講生は職場のリーダーとして、そのコミュニケーション能力の高さを発揮して、グループをまとめ上げていっ
た力を感じました。
　関西セミナーハウスでは、1 人１部屋で泊まれる宿泊人数の限度が25名です。宿泊施設からみれば、25名が
適正規模ですが、労働リーダーシップコースに参加したい希望者はそれを上回っているようです。それにどう
応えていくか検討しなければならない問題です。さらに、多くの受講生を送り込んでくれる組合があることは
ありがたいことですが、これまで参加してこなかった組合からも受け入れができれば、より素晴らしいことです。
今回は初めて参加したという組合が１つありました。

労働リーダーシップコース校長
神戸大学・大阪女学院大学名誉教授

香川 孝三

　新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に位置づけら
れたことで、コロナ禍以前の生活や様々な活動を再開し
始めた中で開催された労働リーダーシップコースは、これ
から始まるカリキュラムと非日常的団体生活に対する大き
な期待と不安の入り混じるスタートでした。
　開校式が始まるまでは、他産別の方々との交流に戸惑
っていましたが、労働組合の役員として身に着けたコミ
ュニケーションスキルで、全員が打ち解けるまでに時間は
かかりませんでした。だからこそ、これから約 2 週間半
寝食を共にする中で、どのような気付きがあり理解し吸
収できるのか、逆に自分はどのような気付きをみんなに与
えることができるのかを感じた瞬間でもありました。そし
て、参加したからには最大限楽しみたいという前任者か
らの意思も受け継ぎ私は級長に立候補しました。

　級長として頼りない部分が多くありましたが、班長は
もちろんのことみなさんに支えていただけたことは本当に
仲間に恵まれた級長であったと実感しています。そして、
みんながリーダーとして個性を活かし支え合い、同じ方
向へ向かっていくことができたこの経験は、労働組合の
役員として、このセミナーに快く送り出してくれた職場の
みなさんや、私たちに関わってくださる方々への感謝の
気持ちを持ちながら、自分が何をすべきかを考え行動し
ていかなければならない活動のなかで、大きな自信につ
ながりました。
　これからも、このコースで学び経験したことを活かし
て組合員とその家族の幸せのため、そして誇れる産業の
実現に向けて活動していきたいと思います。

第54回労働リーダーシップコースに参加して

第54回労働リーダーシップコース級長
全本田労連 中央執行委員  緒方 留美子

第54回 労働リーダーシップコースを振り返って


